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【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）
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【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位
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【事業の成果】
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成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）
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果
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標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】
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種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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健やかにいきいきと暮らせるまち

健康で元気に暮らせる環境づくり

健康づくりの推進

健康づくりの普及啓発と生活習慣の改善

精神障害者社会復帰支援事業

健康福祉局

保健センター

087-839-2363

市

平成 年度～28

デイケア実施回数 回

デイケア参加者延べ数 人

平成 年度（ 年度決算分）29 28

H26 H27 H28 H30

H26 H27 H28 H30

H30H28H27H26

地域で生活している精神障害者は、偏見や病状のため孤立しやすく、社会復帰施設の整備も十分でないため、安心して暮らすこ
とが難しい現状がある。デイケアや当事者のための生活スキルアップセミナーにより、社会参加を促し、病気とのつきあい方な
どを学び、再発を防ぎ、安心して暮らせるスキルを身につけるためのグループ活動を実施する。
また、障害者を支えている家族が活発に活動することで、作業所などの社会資源の開発や病気の再発防止に繋がるため、家族会
の運営補助を行う。

デイケア及び当事者のための生活スキルアップセミナーを実施することにより、精神障害者の自立を促進する。

在宅の精神障害者で自立支援医療の受給者

地域で生活する精神障害者が、デイケアなどに参加することで地域で孤立せず、心の安定を図り、生活の幅をひろ
げ社会参加を推進する。

目標に近い達成状況である。今後中期目標値
に向けての取り組みを検討する必要がある。

平成 年度35

H29

H29

H29

年度29 また、精神障害者家族会に対して、運営補助金を出して支援する。

％99.8

点34

平成 年度（決算）26 平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（予算）29

7,678 7,925 8,112 8,213

3,249 3,319 3,401 3,502

4,429 4,606 4,711 4,711

Ａ 継続

定期的な開催と新規利用者へのフォローもしながら実施できていた。

デイケアは、当事者の社会参加促進のため、引き続きＳＳＴを定期的に取り入れる。当事者セミナーは、毎月１回開催を継続し、参加者の希
望や意見により、利用可能な施設の見学と交流会を行う。

530 540 710

529

60 65 72


